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通
り
に
ひ
し
め
く
車
、
カ
ラ
フ
ル
な
布

を
身
に
ま
と
っ
て
歩
く
人
々
。
そ
の
先
に

は
円
す
い
型
の
黄
金
の
塔
が
そ
び
え
立

ち
、
神
々
し
い
光
を
放
っ
て
い
る
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
最
大
の
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
。
ま
さ
に

今
、
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
〝
ホ
ッ

ト
な
街
〞
だ
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
最
近
、
日
本
で
も
そ
の

名
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
現
れ
か
、
こ
の
４
月
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
氏
の
来
日
は
、
国
内
に
〝
ミ

ャ
ン
マ
ー
旋
風
〞
を
巻
き
起
こ
し
た
。
連

日
の
よ
う
に
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ

せ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
な
ぜ
今
、
こ
の
国
が
こ
こ
ま
で
注
目
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
１
９
８
８
年
に
社
会
主
義
政
権
か
ら
軍

事
政
権
に
移
行
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
国

際
社
会
と
距
離
を
置
き
、
国
民
は
厳
し
い

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

民
主
化
を
訴
え
続
け
た
の
が
ア
ウ
ン
・
サ

ン
・
ス
ー
・
チ
ー
氏
。
１
９
９
１
年
に
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
が
、
そ
の
人
生

は
決
し
て
平
た
ん
な
も
の
と
は
言
え
ず
、

自
宅
軟
禁
を
幾
度
と
な
く
強
い
ら
れ
た
。

　
約
20
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た
軍
事
政

権
―
。
し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
そ
の
状

況
は
一
変
す
る
。
２
０
１
０
年
の
大
統
領

選
挙
を
経
て
、
翌
年
、
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン

大
統
領
に
よ
る
新
政
権
が
発
足
。
す
さ
ま

じ
い
勢
い
で
民
主
化
へ
の
歩
み
を
進
め
て

い
る
の
だ
。

激
動
の
国
に
生
き
る
人
々

ミャンマー最大の都市ヤンゴン。交差点の中心にはパゴダ（仏塔）、周辺には高層ビルと古い建物が入り混じっている

アジアの最後のフロンティア。
そう称され、世界中から注目を集めている国がある。
長年の軍事政権を経て、民主化への道を歩み出したミャンマー。
新たな国づくりに向けて、未知なる可能性にあふれた国が今、
ついにそのベールを脱いだ。
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英国領インドに併合
「ビルマ連邦」として英国より独立
軍事クーデターによる社会主義政権樹立
民主化デモにより社会主義政権崩壊
国名を「ミャンマー連邦」に改名
アウン・サン・スー・チー氏率いる国民民主連盟（NLD）が圧勝するも、
政権移譲は行われず
08年に成立した新憲法に基づき総選挙を実施
テイン・セイン大統領による新政権が発足。国名を「ミャンマー連邦
共和国」に変更
NLDが議会補欠選挙で大勝利
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ア
ジ
ア
の
〝
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〞。

今
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
、
そ
の
動
向
が
、
世
界
各
国
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
の
だ
。「
２
０
１
２
年
、

現
職
の
米
大
統
領
と
し
て
初
め
て
、
オ
バ

マ
大
統
領
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
率
先
し
て
進
め
て
き
た
経

済
制
裁
を
ア
メ
リ
カ
が
緩
和
し
て
い
く
と

い
う
姿
勢
が
、
国
際
社
会
に
与
え
た
イ
ン

パ
ク
ト
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
」。
そ
う
話

す
の
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

の
工
藤
年
博
・
主
任
調
査
研
究
員
。
２
０

０
０
年
か
ら
現
地
に
３
年
間
駐
在
し
、
そ

の
後
も
こ
の
国
の
動
き
を
追
い
続
け
て
き

た
彼
は
「
本
格
的
な
改
革
が
始
ま
っ
た
」

と
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
面
積
は
日
本
の
約
１
・

８
倍
、
人
口
は
約
６
０
０
０
万
人
。
中
国
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
５
カ
国
と
国
境
を
接
し
、
東
南
ア

ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
重
要
な
位
置

付
け
だ
。

　
人
口
の
約
７
割
は
ビ
ル
マ
族
、
そ
の
ほ

か
に
、
約
１
３
０
の
少
数
民
族
が
こ
の
地

に
暮
ら
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
実
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
〝
宝
の
山
〞。

天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
量
は
東
南
ア
ジ
ア
第
３

位
、
肥
よ
く
な
土
壌
に
も
恵
ま
れ
、
人
口

の
約
７
割
が
農
業
に
従
事
す
る
。

　
そ
ん
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
注
目
し
て
い
る
の
が
、
世
界
各
国
の
企

業
だ
。
日
本
に
つ
い
て
も
し
か
り
。
同
じ

〝
ア
ジ
ア
〞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、

優
秀
で
安
価
な
労
働
力
へ
の
期
待
は
高
い
。

「
昨
年
か
ら
多
く
の
日
本
企
業
が
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
調
査
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
と

っ
て
は
〝
第
２
の
ベ
ト
ナ
ム
〞。
日
本
の
成

長
戦
略
に
と
っ
て
も
、
企
業
の
ミ
ャ
ン
マ

ー
進
出
は
一
つ
の
カ
ギ
と
な
る
は
ず
」
と

工
藤
さ
ん
は
分
析
す
る
。

　
し
か
し
長
年
の
軍
事
政
権
は
、
未
来
に

進
も
う
と
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
影
を
残
し

た
。
今
後
、
民
主
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
、
そ
し
て
、
こ
の
国
の
経
済
発

展
を
ど
う
着
実
に
実
現
し
て
い
く
の
か
―
。

こ
の
国
で
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
々
が
、
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
で
の
道
の
り
は
長

い
。
国
際
社
会
に
扉
を
開
い
た
今
、
他
国

と
の
効
果
的
な
連
携
も
不
可
欠
だ
。

　
そ
こ
で
ま
ず
カ
ギ
と
な
る
の
が
、
国
づ
く
り

の
柱
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
だ
。
港
や
橋
、
道
路
な

ど
の
運
輸
・
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
水
道
、
電
気
な

ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
ま
な
け
れ

ば
、
海
外
の
企
業
も
投
資
を
足
踏
み
し
て
し
ま

う
。
そ
し
て
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
の
が
人
材
育

成
。
識
字
率
は
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
だ
が
、
組
識
を
支
え
る
中
間
層
が
育
っ

て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
投

資
関
連
の
制
度
整
備
、
少
数
民
族
に
対
す
る
支

援
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
多
い
。日
本
は
、

共
に
成
長
す
る
〝
パ
ー
ト
ナ
ー
〞
と
な
る
べ
く
、

政
府
、
民
間
企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
総
力
を
挙

げ
て
支
援
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　〝
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〞
と
し
て
そ
の
力

を
発
揮
し
う
る
の
か
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て

は
、
こ
の
数
年
が
勝
負
か
も
し
れ
な
い
。
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ミ
ャ
ン
マ
ー
に
秘
め
ら
れ
た

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

国
づ
く
り
を
後
押
し

現在のティラワ港。
貨物の輸送能力の
強化に向け、新しい
港の整備を計画中
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首都 ： ネピドー
面積 ： 約68万㎢（日本の約1.8倍）
人口 ： 約6,242万人
言語 ： ミャンマー語
宗教 ： 仏教、キリスト教、イスラム教など
主要産業 ： 農業
1人当たり国内総生産（GDP）： 832ドル
実質GDP成長率（2010年） ： 5.43%
ASEAN加盟年 ： 1997年

ミャンマーDATA

托鉢に向かう僧侶

川で洗濯をする女性。地方では
家事はまだ手作業が多い

ヤンゴンのシンボル、シュウェダゴン・パゴダ

田舎町から都
市に出てきて
寄付を集める
少年たち

事前検閲制度がなく
なり、政府批判も含
めさまざまな見解が
新聞に掲載されるよ
うになった

南アジアの中でも勤勉で優秀な人材が多いと
いわれるミャンマー。約6,000万人という市場

規模は大きな魅力だ。しかし実際、ミャンマーへの進出
を足踏みしている企業が多い。その原因の一つが、交
通や電力などのインフラの未整備だ。
　そこで今、企業の拠点となる工業団地を整備する
一大プロジェクトが動き出した。舞台は、ヤンゴンから
南へ約23キロ、約2,400ヘクタール（東京ドーム約
513個分）の「ティラワ経済特別区（SEZ）」。ミャンマ
ーと日本の政府機関、企業などがタッグを組み、発電
施設や変電所の建設、貨物輸送を担う港や道路の
整備、上下水道の開発などが計画されている。工場
やオフィスなどのスペースに加え、生活インフラとして、
学校や病院、住宅、商業施設も建設し、2015年には
一部区域が完成予定だ。
　「企業が入ってくれば雇用が生まれ、国民の生活向
上にもつながる。海外の技術や経営ノウハウを学ぶこ
ともできて一石二鳥」と現地での期待も高い。日本と
ミャンマー、SEZの開発に向けて、共に歩みを進めて
いく。

ヤンゴン郊外に
経済の拠点が誕生！

東

００８年５月初旬、ミャンマー南西部を襲ったサイクロン「ナル
ギス」。死傷者、行方不明者は合わせて約14万人、同国史

上最大規模の自然災害となった。これを受け、ＪＩＣＡも国際緊急援
助隊医療チームを派遣。緊急支援、復旧・復興の各段階において、
国内外の支援が最大限活用された。
　そしてこれを機にミャンマーでは、災害への備え、災害に強いまち
づくりを強化しようという動きが出てきた。特に災害医療の分野で
は、広域医療支援の体制や医療施設の整備、災害医療に従事す
る人材の育成が急務だった。
　この悲劇を二度と繰り返さないために―。ミャンマーの医療関係
者6人はその思いを胸に、大阪の千里救命救急センターとＪＩＣＡ関
西が協働で実施した災害医療研修に参加。「ナルギスの時は、救
われるべき命が救えずくやしい思いをした。阪神・淡路大震災を経験
した地域での研修は、実践的でとても勉強になった」とヤンゴン総合
病院のタンチョー医師。帰国後は日本で学んだノウハウを同僚と共
有すべく、緊急医療の研修や救急隊員の養成、災害後のこころの
ケアを担当するカウンセラーの育成に取り組んでいる。
　もしもの災害に備えて、ミャンマーにまかれた日本の技術の種が、
現地で少しずつ芽を出し始めている。

日本の大災害の経験に学ぶ

2

ミャンマーの歩み

千里救命救急センター
で研修を受けるミャン
マーの医師

修行中の尼僧たち

都市に残る伝統的な移動式屋台


